
方法論横断的な研究が必要 地域の状況の具体的把握が必要

首都圏の言語の総合的研究の基盤整備と始動

・標準日本語の基盤
・この地域の言語現象が全国に波及
・地域方言の保持される基盤が脆弱
・日常的な言語的多様性
・規範の異なる多数のサブグループ
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理論・構造研究系
萌芽・発掘型共同研究プロジェクト

首都圏の言語の実態と動向に関する研究

リーダー： 助教 三井はるみ
〔共同研究員：4名〕


